
◎
第
五
回
常
民
文
化
研
究
講
座

絵
画
資
料
と
民
具
研
究

四
季
耕
作
図
研
究
の
現
段
階
と
可
能
性

第
五
回
常
民
文
化
研
究
講
座
の
開
催
趣
旨

第五回常民文化研究講座の開催趣旨

第

五
回
常
民
文
化
研
究
講
座

は
、
常
民
文
化
研
究
所

の
神
奈
川
大
学
招
致

二
〇
周
年
記
念
行
事

の
第

二
年
目
の
取
り
組

み
で
あ
る
。

一

九
八
〇
年
、
大
学
内

に
招
致
検
討
委
員
会
が
発
足
し
、
翌
八

一
年

に
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
理
事
長

と
神
奈
川
大
学
理
事
長
と

の
間

で
研
究
所

の
移
譲

に
関
す
る

「
覚
書
」
が
交

わ
さ
れ
、
八
二
年

四
月

か
ら
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
は
活
動
を
開
始
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
〇
年
が
経
過
し
た
。

招
致
二
〇
周
年
を
控
え
た
二
年
前

の
研
究
所

の
会
議

で
、
所
長
橘
川
俊
忠
よ
り
次

の
よ
う
な
提
案
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

二
〇
年
は

一
つ
の
節
目
、
人
間
な
ら
成
人
式

に
あ
た
る
の
で
、
こ
の
二
〇
年
を
振
り
返
り
今
後

の
常

民
研
の
活
動
の
方
向
を
見
定
め
る
必

要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
常
民
研

は
、
漁
業

・
海

の
世
界

の
研
究
と
民
具

・
物
質
文
化

の
研
究
を
二

つ
の
大
き
な
柱
と
し
て
き
た
し
、
財
団

法
人
常
民
研

と
神
奈
川
大
学
と
の
覚
書

で
も
、
神
奈
川
大
学
常
民
研
が

こ
の
二

つ
の
柱
を
引
き
継
ぐ

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

二
〇
〇
〇
年

の
常
民
文
化
研
究
講
座

は
山

口
徹
所
員

の
担
当

で
漁
業
を
中
心
と
し
た
テ
ー

マ
で
開
催
し
、
二
〇
〇

一
年

は
河
野
通
明
所
員

の
担
当

で
民
具
を
中
心
と
し
た
テ
ー

マ
で
取

り
組
む
と

い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
線

に
沿

っ
て
昨
年

の
第
四
回
常
民
文
化
研
究
講
座

は
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「
漁
業

に
お
け
る
歴
史

と
民
俗
」

の
テ
ー

マ
で
開

催

さ
れ
た
。

そ

の
内

容

は

『歴
史

と
民

俗
』

一
七
号

に
収

め
ら

れ

て

い
る
。

今
年

の
第

五
回
講
座

は

こ
の

二
〇
周

年
行

事

の

二
年
目

で
、
民

具

を
中

心
と

し
た

テ
ー

マ
で
河
野

が

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を
務

め
る

と

い
う

こ
と

に
な

る
の
だ
が

、

さ

て
民
具

と

い

っ
て
も
具
体

的

に
何

を
取

り

上
げ

る

か
と
な

る
と
、

こ
の
と
こ
ろ
研

究

が
や
や
低

調
気
味

な

民
具

分
野

に
あ

っ
て
は
、

お
の
ず

と
四
季
耕

作
図

に
テ
ー

マ
が
絞

ら
れ

て
き
た
。

そ
れ

は

四
季

耕
作

図

は

い
ま

ホ

ッ
ト
な
分
野

で
あ

る

と

と
も

に
、
研
究

形
態

と

か
研
究
体

制

と

い

っ
た
面

で
も
特
色

あ

る
展
開

を

見
せ

て

お
り

、
民

具
研
究

の
今
後

を

さ
ぐ

る
上

で
も

い
ろ

い
ろ

参

考

と
な

る
可

能
性

を
含

ん

で

い
る
と

い
う

点

で
、

一
二

世
紀

の
冒
頭

を
飾

る

に
ふ
さ
わ

し

い
テ
ー

マ
と
考

え

ら
れ

た
か
ら

で
あ

る
。

講
座

は
次

の
よ

う
な
構

成
を

と

っ
た
。

ま
ず
第

一
報
告

は
山

口
徹

所

員

に
よ

る

「民

具

研
究

の
歴
史

性

と
現

在

性
」
、

こ
れ
は

日
本
常

民
文

化
研
究
所

に
お
け

る
民
旦
ハ研
究

の
重
要

性

を
再
確
認

す

る
も

の

で
あ

る
。

つ
づ
く
第

二
報
告

以
下

が

四
季
耕

作

図

に
関

す
る
も

の

で
、

「
四
季

耕
作

図

研
究

の
現
段

階

と
可
能

性
」

の
サ
ブ

テ
ー

マ
の
も

と
、

河

野
通

明

「博
物

館
活

動

と

四
季
耕

作
図

研
究

」

で
研
究

状

況
を
概

観

し
、

つ

い
で
小

野

一
之

(府

中
市

郷
土

の
森

博
物
館

)

「幕

末

外

国

人

の
日
本

ス
ケ

ッ
チ
と
粉

本
」
、

佐
川

和
裕

(大
磯

町

郷
土

資
料

館

)

[守

屋
家

掛

幅

と

四
季

耕
作

図

研
究

」
、
加

藤

隆
志

(相
模

原

市

⊥-上

博
物
館

)

「
「描

か
れ
た
農

耕

の
世
界
」

展

の
経
験

か
ら
」
、
藤
井
裕

之

(吹

田
市
立

博
物
館

)
「
摂
津

の
四
季
耕

作

図

月
次
絵

の
継

承

と
展

開
」
、
畠

山
豊

(町

田
市
立

博
物
館

)

「
描

か
れ
た
水

口
祭

り

・
焼

米
掲

き
」

と
、

こ
こ
数

年

四
季
耕
作

図
展

に
携

わ

る
な

ど
研
究

の

推
進

力

と
な

っ
て
き
た
学

芸
員
諸

氏

五
名

に
ご
出

馬

ね
が

っ
て
、

多
方

向

に
展
開

し

て

い
る
四
季
耕

作
図
研
究

の
最
前
線

を
見

て
も
ら

う

こ
と

に
し
た
。

一
報
告

の
持

ち
時
間

四
五
分

、

そ

こ
に
多

数

の
ス
ラ
イ
ド

が
含

ま
れ

る
と

い
う
詰

め
詰

め

の
構

成

で
あ

っ
た
が
、

ね

ら

い

は
ひ
と

ま
ず
成

功

し
た

よ
う

で
、
参
加

者

か
ら

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果

は
好

評

で
あ

っ
た
。

そ
れ

で
は
当

日

の
報
告

を

べ
ー

ス
に
新

た

に
書

き
起

こ
さ
れ
た
原
稿

を

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
順

に
沿

っ
て
掲
載

す

る
こ
と
と
し

た

い
。

(第

五
回
講
座

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー

河
野
通
明
)
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